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・率計上項目等を提示する資料であり、工事請負契約書

　　　　　第１条にいう設計図書ではない。（請負契約上拘束力はない）

・当該内容は、受注後に協議を開始する項目であるため
　　　　内容に関する質問は受け付けない。　　　　　　　　　　　

【長　流　枝　地　区】



新得地区舗装工事　数量総括表（率計上の項目）長流枝地区

※標識柱撤去及び標識板撤去工については、本設計書「標識工【長流枝地区】」に撤去箇所を示すものとする。



目　　　次

　１. 平面図（1）～（4） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ～   4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15　6. 工事用道路撤去平面図

・・・・・・・・・・・・・・・ 13 ～ 14　5. 既設舗装撤去図（1）～（2）

・・・・・・・ 16　7. セメントコンクリート舗装版工（踏板フレーム）

・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 ～ 12　4. 撤去工詳細図（1）～（5）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5　2. 防護柵詳細図

・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ～   7　3. 撤去工平面図（1）～（2）

・・・・・・・・・・・・・・ 17 ～ 20　8. 融雪設備工　配筋図（1）～（4）

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 ～ 22　9. 交通規制図（1）～（2）



1:1250

平面図(１)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号 /

平面図 (1) 1　　22　

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯　広　工　事　事　務　所

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事



1:1250

平面図(2)

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号 /

平面図(2) 2　　22　

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯　広　工　事　事　務　所

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事



1:1250

平面図(3)
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平面図(4)
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撤去工平面図（２）

図面の種類
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撤 去 工 詳 細 図 (1)
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図面の種類
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撤去工詳細図(3)

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所
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スノーポール・距離標詳細図
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縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図 示

撤去工詳細図（4）

撤去工詳細図(4)

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所
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ストッパー

鎖取付穴φ3

設　置　図 

φ89.1x4.5

縮 尺　1:20
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縮 尺　1:3
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背　面　図 

二点鎖線部カット

縮 尺　1:2

（不使用時）
A部拡大図 縮 尺　1:5背　面　図 側　面　図 縮 尺　1:5

MS-A（切土部土中式）
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R=30

R=
60

100

230

30 80 20

1
6
0

8
0

4
0

縮尺　1:4As-C

R=5
0

4
0

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号図　示

撤去工詳細図(5)

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

撤去工詳細図(5)
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S
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80
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A 
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ST
A
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8
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アスファルト舗装版取壊し

STA.381+87.00～STA.382+33.00

アスファルト舗装版取壊し
STA.377+70.00～STA.379+91.00

アスファルト舗装版取壊し
STA.378+0.00～STA.380+19.00

（別途工事）

S
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38
8
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A 
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T
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IP.3
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E
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+
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R
=3
5
00
 
 L
=
22

アスファルト舗装版取壊し

STA.386+59.0
0～STA.389+60.0

0

アスファルト舗装版取壊し

STA.386+44.0
0～STA.388+40.0

0

既設舗装撤去図（１）

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

－

施工会社名

既設舗装撤去図（１）

 / 

ネクスコ・エンジニアリング北海道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯　広　工　事　事　務　所

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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1:1.0
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1:1.0
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2.000%
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アスファルトコンクリート表層工A   t= 50

アスファルトコンクリート基層工    t= 50

粒状路盤工　上層路盤　　　　　　 ｔ= 80

アスファルトコンクリート表層工A   t= 50

アスファルトコンクリート基層工    t= 50

粒状路盤工　上層路盤　　　　　　 ｔ= 80

土砂

A/Bランプ側C/Dランプ側

350

粒状路盤工　下層路盤　　　　　　 ｔ= 170

土砂 1:
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1:1
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1:1
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アスファルトコンクリート基層工     t= 50
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アスファルトコンクリート表層工A    t= 50
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350
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600
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（0.065㎡）

土砂
（0.031㎡）

既設舗装撤去図（2）

加減速車線部

路肩端部詳細図

図面の種類

縮　　尺 図面番号

事務所名

設計会社名

－

施工会社名

既設舗装撤去図（２）

 / 

ネクスコ・エンジニアリング北海道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯　広　工　事　事　務　所

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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表土仮置き場①

表土仮置き場②

60.00

図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社

北海道支社 帯広工事事務所

/

長流枝地区　工事用道路撤去　平面図

長流枝地区　工事用道路撤去　平面図

S=1:1000

項目 単位 数量

道路掘削　土砂（表土） ｍ3

捨土掘削　土砂F ｍ3

道路掘削　土砂F ｍ3

2050.0

6992.6

272.9

ハッチング箇所は別途計上
（施工ヤード・転回場）

数量表 （式）

工事用道路撤去　B

工事用道路撤去　B
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踏板フレーム詳細図

53

縮尺1:12.5

縮尺1:12.5

縮尺1:62.5
縮尺1:25

縮尺1:25
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（標準）
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踏板フレーム材料表
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カーブボックス詳細図

A - A

側 端 車 線

側　面　図

側 端 車 線

側　面　図

平　面　図

踏板フレーム詳細図

 1 
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 15 取付鋼材

排水管（別途）カーブボックス 踏板フレーム
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15
0

85
0

8L40×40×5t 1000等辺山形鋼
図示 図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
帯　広　工　事　事　務　所

セメントコンクリ－ト舗装版工（ ）

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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ヒーティングケーブル

4
0

2
5
0

1
5
0

1
1
0

1
2
5

1
2
5

4
0

t=250mmセメントコンクリート舗装工

t=110mm粒状路盤工　ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ舗装路盤
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（参考図）

目地部 舗装構造図 S=1:20

FP30

1:400

長流枝スマートIC

融雪設備工 配置図(1)

 融雪設備工　配置図(1) S=1:400　

融雪設置工Ａ

路面水分検知器

地中埋設配管配線

リードケーブル突出し配管

Ｔ

Ｓ 降雪検知器

外気温検知器

名 　 称

ヒーティングユニットNo

路面温度検知器

ロードヒーティング分電盤

凡  例

記  号

リードケーブル接続箇所

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

工事会社名

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社
帯 広 工 事 事 務 所

下り線

五要素(路面温度,水分,降雪,外気温度,外部気象情報)通電率制御による自動 及び 手動

設計発熱量

１ユニットの占有面積

１ユニットの電流

１ユニットの電力量

発熱線折曲ピッチ

ユニット番号

発熱線種別

備    考

60 mm

HC-37

A-1

ヒーティングユニット仕様

施工面積

総電力量

操作方式

電源方式

区    分

ユニット数

Aブロック

340 w/㎡

60 mm

HC-37

3φ 3W AC415V 50Hz

合    計

27.6 ㎡ 29.4 ㎡

9.39 kw

23.5 A

8.82 kw

22.1 A

入口第一ゲート

A-2,5 A-8

環道部

60 mm

HC-37

A-10～20

27.6 ㎡

9.39 kw

23.5 A

Bブロック

60 mm

HC-37

B-1 B-2,3

27.6 ㎡

9.39 kw

23.5 A

出口第二ゲート

60 mm

HC-37

B-7

27.6 ㎡

9.39 kw

23.5 A

出口第一ゲート 環道部

B-8,9

60 mm

HC-37

29.4 ㎡

8.82 kw

22.1 A

60 mm

HC-37

27.6 ㎡

9.39 kw

23.5 A

60 mm

HC-110

16.0 ㎡

5.45 kw

13.6 A

50 mm

HC-37

25.2 ㎡

8.57 kw

21.4 A

60 mm

HC-37

27.6 ㎡

9.39 kw

23.5 A

入口第二ゲート

B-16

HC-110

50 mm

14.6 ㎡

4.97 kw

12.4 A

50 mm

HC-37

A-3,4

25.2 ㎡

8.57 kw

21.4 A

177.42 kw

20 ﾕﾆｯﾄ

534.9㎡

167.37 kw

20 ﾕﾆｯﾄ

498.0 ㎡

344.79 kw

40 ﾕﾆｯﾄ

1,032.9 ㎡

A-9

340 w/㎡ 300 w/㎡

80 mm

HC-110

A-6

18.5 ㎡

6.29 kw

15.7 A

340 w/㎡

50 mm

HC-360

8.1 ㎡

2.75 kw

6.9 A

A-7 B-4

80 mm

HC-110

18.5 ㎡

6.29 kw

15.7 A

50 mm

HC-37

B-5,6

26.9 ㎡

8.05 kw

20.1 A

300 w/㎡ 340 w/㎡
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融雪設備工　配置図(2)

融雪設置工Ａ

-

番 号

1

配線・配管表(配置図(1))

配    管 備    考配    線

RHVV5.5sq×12 VD25(4) A-1～6ユニット

2PNCT2sq-3c,2sq-4c Aブロック路面センサ(RH-A～路面センサ)ピット内

RHVV5.5sq×28 A-7～20ユニット

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)

CVT150sq IV22sq RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

3 2PNCT2sq-3c,2sq-4c Aブロック路面センサ(RH-A～路面センサ)ピット内/VD40

2

6 RHVV5.5sq×8 A-10～13ユニット

RHVV5.5sq×28 A-7～20ユニット

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)

RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

4
VD25(10)

VD40(1)

VD100(1)

5

VD25(3)

RHVV5.5sq×8 B-8～11ユニット7

8 RHVV5.5sq×6 B-1～3ユニット

VD25(3)

FP30(2)

9 RHVV5.5sq×6 VD25(2) B-1～3ユニット

RHVV5.5sq×20 A-7～9,14～20ユニット

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)

CVT150sq IV22sq RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

10

VD25(7)

VD40(1)

VD100(1)

RHVV5.5sq×14 B-1～3,8～11ユニットVD25(5)

11 RHVV5.5sq×8 VD25(3) A-17～20ユニット

12 RHVV5.5sq×10 VD25(4) B-16～20ユニット

RHVV5.5sq×12 A-7～9,14～16ユニット

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)

CVT150sq IV22sq RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

13

VD25(4)

VD40(1)

VD100(1)

RHVV5.5sq×24 B-1～3,8～11,16～20ユニットVD25(8)

14 RHVV5.5sq×12 VD25(4) A-7～9,14～16ユニット

15 RHVV5.5sq×8 B-12～15ユニットVD25(3)

CVT150sq IV22sq FP100(1)

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)
FP40(1)

RHVV5.5sq×32 B-1～3,8～20ユニットFP30(11)

16

17

RH-B盤幹線ケーブル,C種接地工事

CVV-S2sq-7c Bブロック路面センサ(RH-B～電気室)
18

19 RHVV5.5sq×8 B-4～7ユニット

RHVV5.5sq×32 B-1～3,8～20ユニット

ピット内

VD25(3)

2PNCT2sq-3c,2sq-4c Bブロック路面センサ(RH-B～路面センサ)ピット内/VD4020

21

RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事FP100(1)

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)
FP40(1)

RH-B盤幹線ケーブル,C種接地工事

CVV-S2sq-7c Bブロック路面センサ(RH-B～電気室)

FP80(1)

FP40(1)

CVT150sq IV22sq

RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

CVT150sq IV22sq

CVT150sq IV22sq

CVT150sq IV22sq

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-B～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-B～電気室)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

RHVV5.5sq×28 A-7～20ユニット

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)

RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

FP30(10)

FP40(1)

FP100(1)CVT150sq IV22sq

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

CVT150sq IV22sq VD100(1)

CVV-S2sq-7c Aブロック路面センサ(RH-A～電気室)
VD40(1)

RHVV5.5sq×32 B-1～3,8～20ユニットVD25(11)

RH-A盤幹線ケーブル,C種接地工事

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-A～電気室)

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

工事会社名

東日本高速道路株式会社　北海道支社
帯 広 工 事 事 務 所

長流枝スマートIC

融雪設備工 配置図(2)

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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 融雪設備工　配置図(3) S=1:400　

融雪設置工Ｂ

Ｄランプ

S
T
A
 0

Ｃランプ

ＡランプＢランプ

停止線

五要素(路面温度,水分,降雪,外気温度,外部気象情報)

設計発熱量

１ユニットの占有面積

１ユニットの電流

１ユニットの電力量

発熱線折曲ピッチ

ユニット番号

発熱線種別

備    考

60 mm

HC-37

C-1～7

ヒーティングユニット仕様

施工面積

総電力量

操作方式

電源方式

区    分

ユニット数

91.33 kw

11ユニット

Cブロック(Dランプ)

50 mm

HC-37

C-8,9

3φ 3W AC415V 50Hz

268.5 ㎡

27.6 ㎡ 25.2 ㎡

9.39 kw

23.5 A

8.57 kw

21.4 A

C-10

60 mm

HC-110

16.0 ㎡

5.45 kw

13.6 A

C-11

60 mm

HC-360

8.9 ㎡

3.01 kw

7.5 A

通電率制御による自動 及び 手動

340 w/㎡

路面水分検知器

地中埋設配管配線

リードケーブル突出し配管

Ｔ

Ｓ 降雪検知器

外気温検知器

名 　 称

ヒーティングユニットNo

路面温度検知器

ロードヒーティング分電盤

凡  例

記  号

リードケーブル接続箇所

EC C種接地工事

番  号

C1

配線・配管表

配    管 備    考配    線

CVT60sq RH-C盤幹線ケーブル

C2

RHVV5.5sq×22 C-1～11ユニットVD25(8)

CVV-S3.5sq-7c Cブロック路面センサ(RH-C～電気室)
FP40(1)

FP50(1)

IV5.5sq C種接地工事FP30(1)

2PNCT2sq-3c,2sq-4c Cブロック路面センサ(RH-C～路面センサ)VD40(1)
C3

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-C～電気室)

※MH(照明工事)～RH-C間の電線管は、本工事とする。

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

工事会社名

東日本高速道路株式会社　北海道支社
帯 広 工 事 事 務 所

長流枝スマートIC

融雪設備工 配置図(3)

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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 融雪設備工　配置図(4) S=1:400　

融雪設置工Ｃ

Ｂランプ

ST
A 
38
2

STA 3

S
TA
 4

STA 3

仮想停止線

停止線

Ａランプ

五要素(路面温度,水分,降雪,外気温度,外部気象情報)

設計発熱量

１ユニットの占有面積

１ユニットの電流

１ユニットの電力量

発熱線折曲ピッチ

ユニット番号

発熱線種別

備    考

60 mm

HC-37

D-1～6,9～11

ヒーティングユニット仕様

施工面積

総電力量

操作方式

電源方式

区    分

ユニット数

179.86 kw

22ユニット

Dブロック(ABランプ)

50 mm

HC-37

D-12,13

3φ 3W AC415V 50Hz

528.6 ㎡

27.6 ㎡ 25.2 ㎡

9.39 kw

23.5 A

8.57 kw

21.4 A

D-15,16,22

60 mm

HC-110

16.0 ㎡

5.45 kw

13.6 A

D-7,8,20

通電率制御による自動 及び 手動

340 w/㎡

路面水分検知器

地中埋設配管配線

リードケーブル突出し配管

Ｔ

Ｓ 降雪検知器

外気温検知器

名 　 称

ヒーティングユニットNo

路面温度検知器

ロードヒーティング分電盤

凡  例

記  号

リードケーブル接続箇所

EC C種接地工事

14,17～19,21

HC-110

50 mm

14.6 ㎡

4.97 kw

12.4 A

番  号

D1

配線・配管表

配    管 備    考配    線

CVT100sq RH-D盤幹線ケーブル

D2

RHVV5.5sq×12 D-1～3,20～22ユニットVD25(4)

CVV-S3.5sq-7c×2 Dブロック路面センサ(RH-D～電気室)
FP50(1)

IV22sq C種接地工事FP30(1)

D3

RHVV5.5sq×12 D-4～6,17,18,19ユニットVD25(4)D4

RHVV5.5sq×20 D-7～16ユニットVD25(7)

D5 2PNCT2sq-3c,2sq-4c Dブロック路面センサ(RH-D～4ch路面センサ)VD40(1)

2PNCT2sq-3c,2sq-4c VD40(1) Dブロック路面センサ(RH-D～5ch路面センサ)

CVV-S2sq-2c 漏電警報信号線(RH-D～電気室)

※MH(照明工事)～RH-D間の電線管は、本工事とする。

FP65(1)

CVT100sq RH-D盤幹線ケーブルFP65(1)

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

工事会社名

東日本高速道路株式会社　北海道支社
帯 広 工 事 事 務 所

長流枝スマートIC

融雪設備工 配置図(4)

道 東 自 動 車 道
新　得　地　区　舗　装　工　事
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ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバーコーン

工事回転灯

進入車強制停止装置又は防護車両の設置

交通監視員(交通規制工で計上している交通監視員)

標　識　車 路　肩

50ｍ

10～20ｍ間隔

200ｍ

200ｍ先

(※1)

施　工　箇　所

100ｍ

走行車線

標　識　車 路　肩

50ｍ

10～20ｍ間隔

200ｍ

200ｍ先

(※1)

施　工　箇　所

100ｍ

走行車線

追越車線

交　通　規　制　工

規　制　図（１）

記号説明事項

（※１）施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

・上記規制図は、標識工（事前調査）及び仮設防護柵工等に関する標準図とする。

路肩規制（片側１車線部）

路肩規制（片側２車線部）

図面番号

事務所名

縮　尺

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

交通規制工
規制図（２）
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５０

500ｍ先 1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

300ｍ先

５０

追越禁止追越禁止

標　識　車

施　工　箇　所

追越車線

走行車線

路　肩

100ｍ 200ｍ 500ｍ200ｍ～300ｍ

10～20ｍ間隔
20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

ここから

８０

100ｍ200ｍ

(50m事前調査時)

(※1)

(※2)

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

200ｍ

(※3)

交替要員

路　肩

走行車線

追越車線
標　識　車

追越禁止

５０

20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

追越禁止

ここから

８０

10～20ｍ間隔

100ｍ 200ｍ～300ｍ

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

200ｍ

(50m事前調査時)

(※1)

施　工　箇　所

交替要員

(※3)

５０

500ｍ先 1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

300ｍ先

100ｍ 200ｍ 500ｍ200ｍ

(※2)

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバーコーン

工事回転灯

進入車強制停止装置又は防護車両の設置

交通監視員(交通規制工で計上している交通監視員)

交　通　規　制　工

規　制　図（２）

図面番号

事務所名

縮　尺

（※１）規制延長が１kmを超える場合、中間部に設置する。

（※２）施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

・上記規制図は、舗装工（事前調査）、標識工、路面標示工等の標準図とする。

走行車線規制

追越車線規制

（※３）当該区間の規制速度を表示する。

記号説明事項

道 東 自 動 車 道

新　得　地　区　舗　装　工　事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

交通規制工
規制図（２）
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